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【発明の概要】
本発明は、住民が所有するスマホにダウンロードされたアプリを通して、自治体の防災行政
無線放送を直接スマホに流す事を可能とする装置である。

【発明の内容】                              
従来、自治体の防災行政無線は、特別な周波数（ 帯）であるために、自治体が専用の 
受信機を住民に配布する必要があった。今回の発明は、周波数という考えではなく『音声の再
放送』という考えに基づき、防災放送が受信可能な戸別受信機の音声はイヤホンジャックを通
して、本発明機器に入力され、本発明機器に接続されたＩＰ通信機に地域の防災放送の音声を
再入力させることにより、常に携帯している住民のスマホに防災情報を流す事が出来るように
したものである。

【発明の実施効果】
 自治体にとって、大きな経費節減となるため、すでに４つの自治体に納品済みで、  

さらに数か所の自治体がデモ機にて実験中である。
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九州地方発明表彰『特許庁長官賞』の

システムを応用し、大雨時の河川水位を
容易に住民に知らせる、自動通報装置の
開発に着手しています。
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センサー信号とメールが
自動送信される。

(株)サークル・ワン製
コスモトーク C303a

Docomoやauの基地局を利用し、
河川水位のレベルセンサーと
組合せて、データを送信する事
が可能。（音声通信も可能）
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ＩＰ通信機を利用して、河川の水位データを自治体に送信し
そのセンサー位置から周囲の住民のスマホに危険を知らせる
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設置された河川水位計の関係する地域を自動選択

住民の持つスマホを戸別受信機として利用




	自治体向け防災システムリーフレット表変更版_web用表紙左.pdf
	防災放送システム最新202007.pdf



